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伝統行事と地域のつながり かなやませんげんじんじゃ はつやままいり

金山浅間神社 初山参り
地域の祭りや伝統行事が失われつつある中、長手町では、室町時代から続く金山浅間神社
で毎年「初山参り」を開催しています。
この伝統行事を通じて、長手町では地域の絆が深まり、世代間の交流も深まっています。
長手町の「初山参り」を、地域の「お宝」としてご紹介いたします。

鳥之郷地区長手町

長手町こども会の皆さん

神社印。浅間神社は富士山信仰
のため、富士山が彫り込まれてい
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神社総代 長尾清さん

地域とつながる皆さんにお話を伺いました

(左)椿日登美さん、(右)長尾美穂さん
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「初山参り」の開催について、参加者の減少やお
祭りの担い手不足が問題となり、町内で今後の対
応について話し合いが行われました。
話し合いに参加した方々からは、誰一人として

「辞めてしまおう」という声は上がらず、形を変えてで
も継承していこうという結論に至りました。
皆さんの熱意がこの伝統行事を守っています。
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神輿を担いで町内を練り歩きます
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太田市社会福祉協議会では、太田市全地区で
「つながる通信」を発行しています。
右のQRコードを読み取ると、これまでに発行され
た「つながる通信」をご覧いただけます。

３人は中学１年生

お子さんの健康を祈願してお参りに来られたご家族のご紹介
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コロナ禍で中断した年もありましたが、町内みんなで盛り上げ伝統行事を継
承することで、子どもたちの心に楽しい思い出として残り、地域のつながりも深
まりました。今後もこの伝統行事を続けてほしいと願っています。

まとめ

お楽しみがいっぱい
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